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研究会「コレクティブハウジングの挑戦」

　欧米で発展してきたコレクティブハウジングは、住居に関
わる日常的仕事を居住者が分担・協働し、管理に居住者の民
主的参加がある賃貸住宅です。日本の団地のような画一的な
間取りではなく、多世代の居住者が共に協力し、食事作り（コ
モンミール）など生活の一部を共同化することで、効率的で
より豊かな新しいライフスタイルを創りだす住宅の運動が、
長い時間をかけて広がっています。
日本でもようやくそのような取り組みが始まり、今年6月
には東京都荒川区東日暮里にコレクティブハウス「かんかん
森」が誕生しました。2003年7月26日の研究会では、足掛け
3 年をかけてこのプロジェクトを推進してきた NPO コレク
ティブハウジング社の宮前眞理子副理事長にコレクティブハ
ウジングを巡る内外の状況と、日本での今後の展望について
お話を伺い、討議を行いました。
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　コレクティブハウジングという新しい住
まい方を、何とか日本の中に「選択肢」とし
たいなと思って活動をしています。ちょう
どNPOができて 2年過ぎ、3年目に入った
ところになります。後ほどお話しますが、私
たちにとっても第一号で日本でも初めてと
思われるのですが、日暮里に賃貸のコレク
ティブハウス「かんかん森」が6月にオープ
ンしております。

　コレクティブハウスというのをお聞きに
なったことがある方はおられるでしょう
か？ご存知ない方も多いと思いますが、大
体「何だろう？」と言われるのがいつもの始
まりなんですね。コレクティブハウスは現
在も北欧で盛んな暮らし方です。スウェー
デンやデンマーク、オランダというところ
と、アメリカにも移植されて「コウハウジン
グ」という呼び名で見られます。世界的にす
ごく流通しているような住まい方ではない
わけですが、簡単に歴史をお話します。

コレクティブハウジングの歴史
　18世紀ごろ、工業化が進んだ時代に労働
者の労働環境が非常に悪くなっていきまし
た。そこでロバート・オーエンのような人々

が「こういう労働環境をもっとよくしよう」
としたことが根っこにありまして、本当の
スタートはユートピア社会主義の思想の中
から出てきた、ということのようです。労働
者も上流階級と同じように生活文化や教養
の面でも豊かになっていかなければならな
い、というのがユートピア思想ということ
だったわけですが、イギリスだけでなくフ
ランスでもシャルル・フーリエなどがこの
ような発想で労働者階級の暮らしの改善を
唱えています。
　とにかく住宅をちゃんと整備しようとい
うことがあり、労働をしやすいように1ヶ所
で共同で食事を賄ってしまい、どちらかと
いうとより機能的・合理的に働けるような
スタイルとしての「家」ということで事業主
側の賛同も得られるような形で進められて
きました。極端な話でいうと飯場 (はんば )

のようなものができたということだと思い
ます。
　そういう中でも1900年くらいに入ったと
ころから、ヨーロッパではモダニズムの潮
流が広がり、工業化に適した住宅というこ
とで、様々なバリエーションが出てきまし
た。初期は工場で働くのは男性だけ、という
スタイルで住まいが作られていましたが、
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女性も働くようになる中で、女性だけの家
を要求するようになっていったという経緯
があり、シングルの女性だけが住む家や母
子だけが住む家というのも1900年ごろには
出てきていたそうです。

スウェーデンのコレクティブハウス
　私たちコレクティブハウジング社理事長
の小谷部（日本女子大教授）はスウェーデン
の住まい方を研究しています。スウェーデ
ンでは1930年ごろに初めてコレクティブハ
ウスというものができます。それは、女性も
「外で働く人」で家事労働はしないというこ
とで、セントラルキッチンというメインの
キッチンがあり、そこで注文してダム
ウェーターで届けてもらう。食後には皿洗
いもしないで、そのまま下膳してもらう。だ
から住宅とはいってもキッチンもなく、機
能主義住宅という形だったわけです。女性
も男性も差がなく働きますので、結構女性
の支持は高くて、こういう住まい方を望む
女性は多かったようですが、それほどたく
さんは流通していませんでした。

1950年くらいになると、事業主側がファ
ミリーホテルという名前でこういうハウジ
ングを供給するという例が出てきて、本当
にホテルのようにメイドさんがいて掃
除もやり、料理はセントラルキッチン、
洗濯はクリーニングのサービスを受け
るという形のコレクティブハウスが、
かなり (20棟300戸 )できたということ
です。ここまでのスタイルは、「クラ
シックモデル」と分類されていまして、
いわゆる家事労働をサービスで賄う
「サービスタイプ」です。

セルフワークモデルへの転換
ところがこういったことをやっていくう
ちに、やはり子供の教育といった家庭の中
で受け渡ししていくものが希薄になって
いったり、様々な問題が起こって来ました。
同時に、自分の暮らしを手作りしたいとい
う希望は常にあるわけで、問題が顕在化し
ていきました。1970年頃に学生運動や改革
の動きが世界的にあったわけですが、その
時にスウェーデンでも「コミュニティの中
で一緒に暮らそう」という運動が起こりま
した。自分たちの手で料理も作り掃除もし、
但し共同で個々にやるよりもう少し合理的
にそれをやっていこうという運動です。そ
れを「セルフワークモデル」と呼んでいま
す。
そういう運動を経て 1980年代にコレク
ティブハウジングはセルフワークモデルと
してスウェーデンでも普及しました。その
時に大体60棟くらい建ち、後でスライドで
見ていただくものにも、当時からのものが
多数あります。
ですから、セルフワークモデルのコレク
ティブハウスというのは、それほどヨー
ロッパ中に広まっていませんし、ごく一部
の方たちの暮らし方ということです。でも
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やはり「重ね合わせる」部分を持つことで、
一人とか小さな家族では持てないような豊
かさや合理性も持てるということで、日本
でもそういうものが選択できるもののひと
つになればいいということで、私たちは活
動しているというところがあります。
コレクティブな暮らし方は、合理的なこ
とと理想的な家を両立できないか、という
ユートピア思想から始まって、途中で工業
化と共に合理性の方だけ追求するものと、
理想を追求するものに分かれたのですけれ
ども、1970年～80年頃にまたそれを両立で
きないかというところに戻ってきた、とい
う経緯があって、今は合理的でかつ豊かな
理想的な住まいとを目指しているわけです。
コミュニティというものが日本でも重要視
されながら、上手く育っていっていないと
いう現状で、こういう活動を知っていただ
くことで何か暮らしのヒントになっていけ
ばいいなと思っています。

日本のコレクティブハウス
日本では「神戸のコレクティブ (ハウス )」
というのをお聞きになったことがあると思
いますが、これは阪神・淡路の震災後にでき
た高齢者コレクティブと呼ばれていまして、
「ふれあい住宅」とも言われています。独居
老人の方が孤独に亡くなるということがた
くさんあったため、共同でごはんを食べる
スペースがあることがいいのでは、という
ことで県営や市営の住宅に導入され20棟く
らいできています。ただ、施策住宅になって
しまったので、なかなか自主運営・自主管理
というわけにはいかず、いろいろ問題をは
らんでいるという形ではあります。日本に
コレクティブという形が普及したのはこの
住宅の影響ですが、一方でコレクティブを

高齢者住宅として行政などが捉えるように
なったという側面もあります。私たちはコ
レクティブを高齢者住宅とは考えておらず、
子育てにもとてもいいと思っていますし、
多世代で暮らすことのひとつの住まい方と
して進めてきています。

スウェーデンでの視察から
去年の8月に、日暮里のプロジェクトの住
まい手3人を含め、私たちNPOのメンバー
でスウェーデンへ視察に行きました。その
時に撮ってきた比較的と新しいスライドを
ご覧いただきます。

1)これはどなたかの家のテラスです。一人で
も豊かで皆といても豊かでと、両方を両立し
ようということで、コレクティブにお住まい
の方はこうして自分の場所もきめ細かに手を
入れている方も多くて本当にきれいな住まい
が多かったです。

2) これは、スウェーデンの街中で、ストック
ホルムは昔のお屋敷がまだ残っているところ
がたくさんあります。日が長いので皆さんカ
フェのようなところでこうして楽しんでいま
す。

写真3)
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3)これはあるコレクティブの庭です。こうい
う庭の共同管理というものもほとんどのハウ
スのメニューに入っています。この維持管理
を自分たちをするというのがコレクティブの
大きな特徴で、小さいお庭でもガーデニング
をしていらっしゃいます。

写真4)

4)これは、私たちのメンバーがゲストハウス
に泊めていただいて、5日間インターンシップ
ということで一緒にクッキングやガーデニン
グをさせていただいた「フェルドクネッペン」
というコレクティブハウスです。全部で58戸
くらいの住戸があり、40歳以上で学齢期のお
子さんがいない方のみのちょっと特殊なハウ
スです。ですから小さいお子さんはいないの
ですけれども、お孫さんがたくさん遊びに来
ていたりして、大変にぎやかなところでした。

5)これは、公営住宅の一角にあるハウスで、70
戸以上の戸数がありますが、共同のクッキン
グに参加している方たちはその内の30軒くら
いだそうです。全体でやる予定だったそうで
すが、なかなか合意が図れず、30件くらいが
行っているそうです。

6)この左側にあるのが、新しい再開発ゾーン
にある居住権分譲の公営住宅です。その一部
分にコレクティブが入っています。

7)これは、次の週のクッキングを分担する居
住者が集まって打ち合わせをしているところ
です。1週間をこのくらいの人数で受け持っ
て、週5日間の夕食を創っているところが多い
です。大体、食べるのは自由なんですが、担う
のは全員が担うということになっていまして、
予約を入れて食べるハウスもあれば「だいた
い30食だね」といって作ってしまうラフな運
営をしているところもありました。このハウ
スでは 1日前までに予約をしておくというス
タイルでやっていました。
クッキングは5日間あるので2人ずつが当番

で、毎日この人数でやっているわけではなく、
2、3人で 30人分くらいを作ってしまいます。
ですからそんなにしょっちゅう当番をしてい
るわけではありません。ここは比較的高齢で
すが、男女とも全員働いているそうです。

写真8)

8)こういうメニューです。ハンバーグみたい
なものですね。あとはサラダやパンが出てき
ます。

9)いくつかいろいろなハウスの台所をお見せ
しますが、こんな風に柔らかい感じでありな
がら機能性の高い調理器具が用意されている
ことに驚かされました。少人数で30人分くら
い作ろうと思うと、ずいぶん機能的な道具も
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写真9)-1

写真 9）-2

たくさん使っています。これはストックルー
ムで在庫しておく粉や調味料があります。
キッチンやダイニングルームの隣りには子供
用のスペースがあって、食べ終わった子が遊
んでいたり、大人の邪魔をしないようにお料
理している間遊んでいたりする。こういった
スペースの住民の手作りで作ってあります。
ここはコレクティブ用にデザインされた

キッチンだそうで、真中のところにいろいろ
なものが集約されていて、なかなか使いやす
そうなキッチンになっていました。このよう
にタイルを使っているようなところもあれば、
このように業務用キッチンのようなところも
あります。ただ、設備はレストラン厨房に近い
ようなところもあります。これはコンビオー
ブンというものですが、ホテルなんかで大量
に調理するような道具です。1回で30～40個

のハンバーグが焼けます。これも別のハウス
の厨房ですが、古いので設備を更新したいと
おっしゃっていましたが、かなり学校の給食
室のような様相です。
これは、メニューで多分1週間分が張り出さ

れています。大体、1週間分が張り出されると
いうことのようです。

10)このように窓辺に取り置いている食事があ
りまして、何かと思ったら遅く帰る人のため
に取ってあるわけです。

写真11)

11)大体、こういう共有のバルコニーなどがあ
ると皆で食べています。ぜんぜん違う家の大
人と子が一緒に食べていたり、自由に皆知り
合いということで食事をしています。

12)お酒も結構皆さんお飲みになっています
が、ここに座っている方はどなたもご家族で
はありません。いろいろな人が集っています。

13)これは後片付けの様子ですが、シャワーで
流すような道具や食洗機など業務用で機能性
の高い装備があります。

14)食事が終わった後もこうやってしばらく
喋っている方もいるんですけれども、皆さん
さっさと居室に帰ってしまうんですね。日本
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みたいにずっとそこにいるわけではなく、終
わるとさっと潮が引くようにいなくなって、
自分のお宅に戻っていきます。

写真15)

15)これは洗濯室です。洗濯室は別にコレク
ティブじゃなくてもスウェーデンの集合住宅
では、ほとんど共用の洗濯室がついていまし
て、カード式の仕組みのところもあれば、ただ
予約表に書き込むだけのところもあります。
気候のせいもあるかもしれませんが、すごく
大きなランドリーや乾燥機というのが備え付
けになっていまして、住戸には洗濯機という
のは置かれていません。階段がついているの
と同じように集合住宅には洗濯室がついてく
るそうです。シーツプレッサーやアイロンの
設備も整っていて、皆おしゃべりしながら繕
い物などをしていました。

16)洗濯室の隣りにはプレイルームがあって、
皆手作りで、親たちが壁紙を張ったり、マット
レスを持ってきたりしたところで子供が遊ん
でいます。

17)先ほどはダイニングルームが出てきました
が、これは共同のリビングルーム。また図書
コーナーがあったりして、共同で新聞をとっ
ていて (各戸でとっている人もいますが )、朝
早く静かに読んでいる方などもいました。

写真17)

18)これは割と大きな庭があるハウスでした
が、こうして外で静かに本を読んでいる方も
おられました。

19)木工室のようなものがどのハウスにもあり
まして、設備も皆で揃え合っているのだと思
いますけれども、プロはだしの工具が揃って
いるところも多くて、どこかでもらってきた
古い家具をペンキを剥がして塗り替えるんだ、
ということを言っていました。週末や夜間に
そういうことが好きな人たちがやって来るそ
うです。

20)ここはアスレチック・ジムで、ここは割と
ジムらしくなっていますが、ただ体操できる
ようなマットだけというところもありました。
こういうものも揃えているハウスが多かった
ですね。

21)これは裂き織なんですがスウェーデンは裂
き織を皆さんなさるので、機織室を持ってい
るハウスも相当あります。また、いろいろな趣
味のスペースやティーンエイジャーのための
部屋やテレビ室などを持っているところもあ
りまして、共同にすることにより様々なもの
が持てるという豊かさを感じられます。

22)これはゲストルームです。来客が来た時に
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シーツ代程度で借りて泊まることができます。

23)維持管理を住民がやっていますので、どこ
も事務スペースを持っていまして、コン
ピューターやコピー機なども置いてあります。

写真24)

24)これは子供の遊び場です。大人たちが手作
りしたそうです。

25)ガーデニングです。土曜日でしたが、当番
のグループが三々五々集まってきて刈り込み
をしたり花の手入れをしたり、大体午前 10時
ごろからお昼ぐらいまでですが、忙しい人は
自分の分担をやるとさっさと帰ってしまうし、
ゆっくりやっている人もいるし、思い思いに
やっています。

26)エコロジカルな暮らしには皆さん配慮して
おり、どこのハウスにもコンポストをもって
いて、調理場で出た生ゴミもほとんどこうい
うところで堆肥にして庭に還元していくとい
うことをやっています。いろいろなコンポス
トがあって、これは地下にあっておが屑を混
ぜて微生物で処理するのだと思いますが、5ヶ
所シャベルで突くのだそうです。

27)これはごく普通の 3人家族の住戸です。共
用の大きなキッチンはあるのですが、各住戸

は全部キッチンもトイレも備えています。

28)その家のダイニングスペース。

写真29)

29)これはずいぶんおしゃれなおうちでした
が、これも個人のダイニングルームです。

30)建物の外の庭ですが、ご飯の前に庭に出
て子供と遊んでいたり、こういう時間をゆっ
くり過ごしています。

スウェーデンのコレクティブハウスはこの
ようなものでした。今、見ていただきました
が、これは決して特殊なものではなく、ごく

普通の集合住宅です。


